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対前年
増減率

対前年
増減額

26/3期
1Q

25/3期
1Q

+2.2%+301,4371,406売上高

+4.3%+48885営業利益

△0.3%△09596経常利益

+30.1%+166953
親会社株主に帰属する

四半期純利益

6.1%6.0%売上高
営業利益率

（億円）

2026年3月期第1四半期決算：業績サマリー

 2026/3期 1Q実績：営業利益88億円（前年差+4億円）
上期営業利益計画の範囲内の進捗も順調

 2026/3期見通し：上期、通期とも計画変更なし

国内事業は一部カテゴリーの数量影響等で減益もコスト抑制取組
海外事業はMILEI社を中心に順調に推移し増益

• 国内事業

• 海外事業（1Q前年差+20億円、上期計画は前年差+31億円）

営業利益320億円（前年差+23億円）の通期計画に向け、国内
は6月、8月の乳価改定に伴う価格改定実行、コストアップの
打ち返しを図る。海外は成⾧領域（菌体、育児用ミルク）の
拡大、MILEI社市況好調が継続し安定的な利益確保

MILEI社は前期下期からの好調継続し大幅増益、進捗順調。成⾧分野であ
る海外菌体の育児用ミルク・サプリ向けやパキスタンの育児用ミルクも順
調に推移し、全体で計画を上回る進捗

米価、生鮮食品価格高騰等、昨夏以降の食品需要環境厳しく、原材料･エネ
ルギー、オペレーションコストなどコストアップ対応の価格改定実行も、
ヨーグルト、ビバレッジ、チーズ、牛乳など前年・計画割れ。数量マイナ
ス影響で減益、計画下回る。一方、コスト抑制取組、6月最高気温更新の貢
献、アイス、業務用乳製品が好調に推移、全体ではほぼ計画線
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* 経常利益に関する補足
・営業外収益：為替差益の前年差 約△6億円など

* 親会社株主に帰属する四半期純利益に関する補足
・特別利益：退職給付制度終了益 約22億円など
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 売上単価差：ビバレッジ、ヨーグルト、チーズ、デザート、栄養食品など価格改定。および前期実施の未経過月分が貢献
 売上数量：アイス、業務用乳製品、栄養食品などを除く国内カテゴリー全般、計画に対して大幅な数量減
 原料価格：原料乳は6月乳価改定等コスト増も計画通り。原材料・エネルギーはコスト増も数量減影響もあり抑制傾向
 製造固定費（償却費）：神戸工場のアイス新製造設備が稼働開始
 オペレーションコスト：コスト増も、製造経費や物流費を中心に計画に対しては抑制傾向
 海外子会社増減：前期下期からの好調を維持するMILEI社を中心に大幅増益

2026年3月期第1四半期決算：営業利益増減要因

Point
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（億円）

（）は、上期計画

0 50 100

26/3期1Q

海外子会社増減

販売促進費効率

オペレーションコスト

製造固定費（償却費）

原料価格

事業成⾧

25/3期1Q

+21(+84)

△20(△61)

△11(△27)

売上単価差 +31(+79)
売上数量 △14(△6)
プロダクトミックス（PM）等 +4(+11)

88億円

85億円

+1(△1)

原料乳 △3(△12)
原材料･エネルギー △17(△49)

△4(△10)

製造経費 △1(△8)
物流費 △5(△14)
管理経費等 △5(△5)

+17(+20)
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営業利益
（営業利益率）

売上高

対前年
増減額

26/3期
1Q

25/3期
1Q

対前年
増減率

26/3期
1Q

25/3期
1Q

△540
(12.6%)

45
(14.8%)

+5.0%321306成⾧分野

+745
(5.0%)

38
(4.2%)

+0.7%902896基幹分野
（中核・乳業基盤・転換）

+23
(1.5%)

1
(0.7%)

+4.3%214205育成・その他分野
（育成・独自事業他・消去等）

+2029
(14.9%)

9
(5.6%)

+19.8%196163（内訳）海外事業

+488
(6.1%)

85
(6.0%)

+2.2%1,4371,406合計

（億円）

育成領域転換領域乳業基盤
領域中核領域成⾧領域

･健康食品･デザート
･市乳(宅配)

･牛乳
･業務用食品
（乳製品）

･クリニコ
･機能性素材

･ビバレッジ
･チーズ
･栄養食品

･ヨーグルト
･アイス
･菌体

国内事業

･ベトナム･PBF･乳素材(MILEI)･育児用ミルク･菌体海外事業

（参考：中期経営計画2025-28のカテゴリー）
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2026年3月期第1四半期決算：分野別サマリー

 成⾧分野

 基幹分野

 育成・その他分野

成⾧分野は概ね計画線もヨーグルトは苦戦。
基幹分野は国内減収もコスト抑制,MILEI牽引

• アイス：新製造設備が稼働したピノ、MOW中心に好
調に推移。6月の気温上昇も追い風に。償却負担増

• ヨーグルト：「パルテノ」増収も、「ビヒダス」中心
に4月価格改定。競合との価格差が生じた影響もあり
苦戦

• 菌体：海外での育児用ミルク、サプリメント向けを中
心に好調。国内回復は遅れるも全体で計画線

• NutriCo Morinaga社（パキスタン）： 2024年後半以
降、育児用ミルクの事業環境は底を脱し、順調に推移

• MILEI社：ホエイ市況上昇を背景に好調維持し、増益
に大きな貢献

• 国内は一部カテゴリーの数量減は大きいものの、価
格改定の取り組みやコスト抑制効果もあり、利益は
ほぼ計画線

• 育成領域カテゴリーは計画線で推移
• その他、独自事業子会社による利益貢献
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対前年
増減率

26/3期
1Q

25/3期
1Q

成⾧分野

△2%143146ヨーグルト

+4%134129アイス

+8%2018NutriCo Morinaga
（パキスタン）(海外)

育成・その他分野

+33%119
Morinaga 
Nutritional 
Foods Vietnam
（ベトナム）

(海外)

2026年3月期第1四半期決算：カテゴリー別売上高

Point
 価格改定の実施状況

ビバレッジ（3月）、ヨーグルト、チーズ、デザートなど（4月）、
栄養食品（5月）

 アイス：今期より神戸工場新ライン稼働、増産体制構築
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対前年
増減率

26/3期
1Q

25/3期
1Q

基幹分野
（中核・乳業基盤・転換）

△6%138147ビバレッジ

△5%6467チーズ

+5%3533栄養食品

△1%6667クリニコ

+26%12498MILEI（ドイツ）(海外)

△8%104113牛乳

+6%214202ＢtoＢ
（国内菌体除く）

△4%2020デザート

△1%4141市乳（宅配など）

△7%2122
Morinaga 
Nutritional Foods
（米国、含むTIF）

(海外)

（億円） （億円）
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2. 2026年3月期業績見通し
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 国内事業：
コストアップ影響継続。7月以降も乳価改定等に伴う価格改定を実行。
アイス9月価格改定実施（7月発表）
引き続き数量減の懸念も、成⾧領域中心に高付加価値品の拡大、コスト抑制に
努めることにより、マイナス影響を縮小

 海外事業：
成⾧領域である菌体の拡大、育児用ミルクの海外展開を加速
MILEI社の貢献、のれん償却費の減少も見込み、事業全体で増益計画

上期、通期とも期初計画に変更なし

 通期計画：売上高：5,800億円（前年比+3.4％）、営業利益：320億円（前年差+23億円）

 新中計での成⾧領域や海外を中心に増益を図る

2026年3月期業績見通し：ポイント
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2026年3月期業績見通し

対前年
増減率

対前年
増減額

26/3期
上期計画

25/3期
上期

対前年
増減率

対前年
増減額

26/3期
通期計画25/3期

+4.3%+1243,0302,906+3.4%+1885,8005,612売上高

+2.9%+5180175+7.9%+23320297営業利益

+4.9%+9181172+6.8%+20319299経常利益

+37.0%+3613397+248.0%+13519055
親会社株主に帰属する

当期純利益/中間純利益

5.5%5.3%売上高営業利益率

12.5%12.5%海外売上高比率

7.1%2.0%ROE
当期純利益/自己資本

6.0%5.7%ROIC
税引き後営業利益/投下資本

93円
40.0%

90円
139.3%

一株当たり年間配当金/
配当性向

 営業利益計画：320億円（前年差：+23億円）
国内外にて成⾧領域中心に拡大

 当期純利益：25/3期に海外子会社の減損損失等による特別損失を計上
（△201億円）

 ROIC：新中計にて新たな指標として導入、初年度は6.0％

 一株当たり配当金：25/3期 90円 → 26/3期 93円予想
中期経営計画2025-28の配当性向目標・40％に沿い増配

（億円）

Point

9

計画修正
なし
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通期計画上期計画通期計画上期計画
2026/3期

計画 対前年
増減額

営業利益
（営業利益率）

対前年
増減額

営業利益
（営業利益率）

対前年
増減率売上高対前年

増減率売上高

+13151
(11.8%)

+296
(14.1%)

+7.7%1,275+6.8%681成⾧分野

+10147
(4.0%)

+380
(4.3%)

+4.0%3,670+2.7%1,865基幹分野
（中核・乳業基盤・転換）

±022
(2.6%)

±04
(0.8%)

△4.8%855+7.0%484育成・その他分野
（育成・独自事業他・消去等）

+38113
(15.5%)

+3150
(13.9%)

+3.8%726+3.4%362（内訳）海外事業

+23320
(5.5%)

+5180
(5.9%)

+3.4%5,800+4.3%3,030合計

2026年3月期業績見通し：分野別売上高、営業利益計画
（億円）

育成領域転換領域乳業基盤領域中核領域成⾧領域

･健康食品(サプリメント)･デザート
･市乳(宅配)

･牛乳
･業務用食品
（乳製品）

･ビバレッジ
･チーズ
･栄養食品(育児用ミルク等)
･クリニコ
･機能性素材(ラクトフェリン等)

･ヨーグルト
･アイス
･菌体国内事業

･ベトナム･PBF･乳素材(MILEI)･菌体
･育児用ミルク海外事業

（参考：中期経営計画2025-28のカテゴリー）
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計画修正
なし
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2026年3月期業績見通し：営業利益増減見通し

 売上単価差：「マウントレーニア」ほかビバレッジ、前期実施分の貢献（上期中心）､予定分含む
 プロダクトミックス等：ヨーグルト・アイス・菌体など高付加価値商品拡大
 原料価格：生乳取引価格上昇、輸入乳原料やコーヒー・包装資材などコスト増、エネルギーコスト上昇
 製造固定費（償却費）：神戸工場新製造棟・アイスクリーム製造ライン稼働
 海外子会社増減：MILEI社伸⾧、米国子会社の改善想定など

Point

11

計画修正
なし

（億円）

（）は、上期計画

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

26/3期

海外子会社増減

販売促進費効率

オペレーションコスト

製造固定費（償却費）

原料価格

事業成⾧

25/3期

+195(+84)

△104(△61)

△58(△27)

売上単価差 +154(+79)
売上数量 △10(△6)
プロダクトミックス（PM）等 +51(+11)

320億円

297億円

△3(△1)

原料乳 △34(△12)
原材料･エネルギー △70(△49)

△23(△10)

製造経費 △12(△8)
物流費 △29(△14)
管理経費等 △17(△5)

+16(+20)
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通期計画上期計画
2026/3期 計画

対前年増減率売上高対前年増減率売上高

成⾧分野

+7%611+7%310ヨーグルト

+7%496+6%304アイス

△5%75△7%35NutriCo Morinaga（パキスタン）（海外）

基幹分野（中核・乳業基盤）

+10%597+8%328ビバレッジ

+5%281+5%140チーズ

+5%143+3%71栄養食品

+6%288+4%142クリニコ

+3%419+4%217MILEI（ドイツ）（海外）

△3%428△3%226牛乳

+4%854+1%410ＢtoＢ（国内菌体除く）

（参考）2026年3月期業績見通し：カテゴリー別売上高計画
（億円）
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計画修正
なし
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（参考）乳原料市況データ（過去5年間）

 ドイツ・ミライ社の調達する原料ホエイ価格と相関

Source：ZMB（食用ホエイパウダー）、Fonterra社 Global Dairy Trade オークション（乳糖、チェダーチーズ、脱脂粉乳）＊線無し部は売買不成立

700

900

1,100

1,300

1,500

1,700

ZMB（ドイツ乳製品市場価格情報センター）

食用ホエイパウダー価格（€/ton）
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500

1,000

1,500

2,000

Fonterra社 Global Dairy Trade オークション

乳糖価格（US$/ton）

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

Fonterra社 Global Dairy Trade オークション

チェダーチーズ価格（US$/ton）

2,000

3,000

4,000

5,000

Fonterra社 Global Dairy Trade オークション

脱脂粉乳価格（US$/ton）
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